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ُ岡市ઍ
ち ㇈ か わ

代川遺跡の発掘調査
－໻ੜ時代のڌ

きょてん

点集མ－
（公財）京都෎埋蔵文化財調査研究センター調査課　 ү 部 ࣿ 希

１．はじめに

ઍ代川遺跡は、ُ岡市北部の大
お お い が わ

ԃ川右岸に位置する東西1.4ᶳ、南北1.9ᶳの広大な遺跡

です（図１）。これまでの調査では、ೄ文時代から中世にࢸる多数の遺構と遺物が見つか

っています。そして、୮波ࠃ෎の推定地としてもよく஌られている遺跡です。

今回の発දでは、ࡢ年度に行った第38次調査Ｎ地区での調査成果について報告します。

Ｎ地区は、東西に流れるઍ
ち ㆢ が わ

ʑ川の北側、୆地の南୺に設定した調査区です。調査では、໻

ੜ時代中期ޙ葉からޙ期にかけてのॅډ域とุ域を確認しています。

１．千代川遺跡　２.桑寺廃寺　３．拝田古墳群　４．北ノ庄古墳群　５．小金岐古墳群　６．馬場ヶ崎遺跡

７．北金岐遺跡　８．高野林城跡　９．小川城跡　10．馬路遺跡　11.馬路館跡
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図１　ઍ代川遺跡と周辺のओな遺跡（1�25,000）
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図２　ઍ代川遺跡第38次調査区഑置図

２．ઍ代઒Ҩ੻のཱ஍とपลのڥ؀

ઍ代川遺跡は、 ُ岡盆地西部に位置しています。今回の調査では、 遺跡の中ԝを東西に

流れるઍʑ川の北のߑ水のӨڹをडけにくい୆地の上に、໻ੜ時代の遺構がల։すること

が分かりました。

調査地の北西には、ന๟時代に営まれたࣉ܂ഇࣉが位置し、近くの山੄には、ഈ
は い だ

田古෿

群や北
きたのしょう

ϊঙ古෿群が広がります（図１）。ُ岡盆地内には、 ઍ代川遺跡以֎にも஑
い㆐がみ

上遺跡、

時
ときㆥか

௩遺跡、༨
ㆀㆾ㇋ㆹ

部遺跡など໻ੜ時代の集མの遺跡が見つかっています。

３．ୈ��࣍調査̣஍۠のओ要ͳҨ構

ઍ代川遺跡では、41棟の୦
たてㆀㆪたて㇂の

穴建物、３جの方
ほう㆐いしゅうこうぼ

形周溝ุと４جの木
㇂ ㆣ か ん ぼ

からなるุ域、23ุ׹

、群ุ׹の木ج 大きな溝と、 ಠ
どくりつむㆪ㇂ちばしら

立棟࣋柱建物等の多छ多༷な遺構を確認しました（図３）。

遺構のछ類͝とに、その༷子を確認します。
➨１ᅗ䚷༓௦ᕝ遺跡䛸࿘㎶䛾୺䛺遺跡 䠄ᅜᅵᆅ⌮㝔 1㻛25,000䠅
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図３　Ｎ１・２・３区平面図（1�1,000）
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（１）�୦݀ݐ෺

୦穴建物が集まるॅډ域とみられる

Օ所をＮ１区、Ｎ２区、Ｎ３区、Ｎ６

区で確認しました。41棟の୦穴建物の

内、時期が分かるものは、໻ੜ時代中

期ޙ൒から中期຤の時期が14棟、 期ޙ

લ葉の時期が10棟、 ൒ޙからࠒ期中ޙ

の時期は７棟でした。ݕ出した୦穴建

物は、大きく３つのタΠプに分けるこ

とができると考えられます。

λΠϓ１　直径５～̔ｍఔ度のԁ形

の୦穴建物（ࣸਅ１）

ൺֱ的大きな୦穴建物で、 中ԝに大

き な 土
ど こ う

޵ を ࣋ ͪ ま す。 柱
はしらㆀㆪ

穴 も 確 認 で

き、４本の柱穴を࣋つものや、周
しゅうㆸきこう

น溝

の周りに柱穴を࣋つものがあります。

周น溝が何重にもなるものが多く、建

物を拡ுするために何度も建てସえを

していることが分かります。ഉ水溝と

して࢖っていたと考えられる溝を࣋つ

ものもあります。

λΠϓ２　一辺が５ｍఔ度の方形の

୦穴建物（ࣸਅ２）

標४的なαΠズの୦穴建物で、 চ面

中ԝに土޵を࣋ͪ、柱穴を４本࣋つも

のが多いです。このタΠプの୦穴建物

はＮ１区の調査区中ԝ部で多くݕ出し
ました。

λΠϓ３　一辺が３ｍະຬの方形の୦穴建物（ࣸਅ３）

Ｎ３区の東側でݕ出された小さな୦穴建物です。人が二人ೖれるఔ度の大きさです。周

น溝とচ面とみられる面が確認されるのみで、柱穴や中ԝの土޵等は確認できませんでし

た。໻ੜ時代中期຤͝Ζの土器が出土しました。

ࣸਅ１　タΠプ１の୦穴建物（Ｓ̝288）

ࣸਅ２　タΠプ２の୦穴建物（Ｓ̝184）

ࣸਅ３　タΠプ３の୦穴建物（Ｓ̝604）
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（２）�ํ 形पุߔ

Ｎ３区では、 方形周溝ุ１～３を確認し

ました。方形周溝ุとは、方形の区画の周

囲に溝を掘り、溝を掘った土で低く੝土を

行い、木׹などの埋૴施設を設置する໻ੜ

時代のおุです。今回の調査では、溝の内

側で埋૴施設はすでに࡟られており、確認

することはできませんでした。

ᶃํ形प１ุߔɾ２

調査区の北東部で周溝の一部をݕ出しま

した。１辺の溝をڞ༗し、隅の部分で溝が

్੾れています。

方形周溝ุ２の南辺の溝からは、 ໻ੜ土

器が多数出土しています。複数個ମのᆵや

伫が重なるように溝にೖった状態で出土し

ました（ࣸਅ４・５）。土器の形から、໻ੜ

時代中期ޙ葉に営まれたとみられます。

ᶄํ形प３ุߔ

東西13ｍ・南北11ｍを測る周溝のશ周を

࢒出しました（ࣸਅ̔）。北西隅部が掘りݕ

されており、 ཮ڮ部（௨路）だったようで

す。

周溝内からは、 土器が多量に出土してい

ます。溝の上૚と下૚で土器の出土状گが

ҟなっており、上૚では土器の小ยでまと

まりをもって出土するのに対し、下૚では

ᆵや伫が形をอったまま出土しており、溝

にೖるまでのܦҢには違いがあるとみられ

ます（ࣸਅ６・７）。出土した土器は、໻ੜ

時代中期ޙ葉でも新しい܏向を示し、方形

周溝ุ１・２のޙに造られたと考えられま

す。

ࣸਅ４　方形周溝ุ２溝内上૚土器出土状گ

ࣸਅ５　方形周溝ุ２溝内下૚土器出土状گ

ࣸਅ６　方形周溝ุ３溝内上૚土器出土状گ

ࣸਅ７　方形周溝ุ３溝内下૚土器出土状گ
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（３）�໦܈ุ׹

Ｎ２区で23جの木ุ׹を確認しました（ࣸਅ９）。Ｎ１区とＮ２区の୦穴建物が集まる区

域（ॅډ域）の間の少し標高の低い位置でີ集してݕ出しました。木ุ׹群の周りを区画す

るような溝はݕ出していません。23جの木ุ׹は、ุ
ぼ こ う

ᆮの大きさから、長࣠２ｍのものと、

長࣠が１ｍのものに分けられます。

長࣠が２ｍのものは、 向きをそΖえて北東から南西方向にほとんど直線的にฒんでいま

す。対して、長࣠が１ｍほどの小さなものは、向きはἧわͣ、木ุ׹群の北側に集まって

います。どͪらのุᆮでも、木׹のࠟ跡を確認しています。ุᆮからの出土遺物は少なく、

詳細な時期のಛ定はࠔ難ですが、出土した土器ยは໻ੜ時代中期のものとみられます。

これまでのઍ代川遺跡の調査ྫや周辺の遺跡では、 溝でऔり囲んで෿丘の範囲をはっき

り示す方形周溝ุが多く、今回も調査区北側で方形周溝ุをݕ出しています。近接した時

期や立地にもかかわらุͣ
ぼ せ い

੍に違いがみられるのはなͥか、今ޙの課୊となります。

（４）�ͦ のଞҨ構

ಠཱ౩࣋பݐ෺（̨̗���）ɹＮ２区の北西側では、 ྊ行３間・ܻ行２間のಠ立棟࣋柱建

物をݕ出しました（ࣸਅ12）。遺存状گがѱく、 柱穴等がઙく࢒存するఔ度で出土遺物はあ

りません。ݕ出した調査区の北西側は南側よりも地形がやや高くなっており、ॅډ域や木

。群とは離れた位置にありますุ׹

、ɹＮ２区の調査区南西部では（������ɾ̨̙）ߔ 大きな溝ＳＤ130・131をݕ出しまし

た（ࣸਅ13）。中期ޙ葉には溝が掘࡟され、 部分的に埋຅したのͪ、 ࡟掘࠶期લ葉こΖにޙ

が行われたとみられます。北西から南東に向かってਂくなっており、溝がਂくなる南西部

ࣸਅ̔　方形周溝ุ３શܠ（北から）
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ࣸਅ９　木ุ׹群ݕ出状گ（南東から）

ࣸਅ10　木ݕุ׹出状گ ࣸਅ11　木׬ุ׹掘状گ

ࣸਅ12　ಠ立棟࣋柱建物（Ｓ̗110）શܠ（南東から） ࣸਅ13　溝（ＳＤ130・131）શܠ（東から）
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では、ＳＤ130と131はほとんど重なっており、幅6.5ｍ、ਂさ1.2ｍにもなります。溝からは、

໻ੜ時代中期ޙ葉の時期の੺く࠼৭された土器のഁย、ൖೖ඼とみられる土器などが出土

しています。

４．ઍ代઒Ҩ੻のຏ੡石ث

今回の調査範囲からは、໻ੜ土器以֎に多数のੴ器が出土しました。出土したੴ器には、

武器のੴ
せきぞく

᭲とੴ
せㆣ㆐ん

೶工具のੴ、݋
いしぼうちょう

แஸ、౐
と い し

ੴ、ੴ佁などがあります。このうͪ、ଧ製のੴ᭲

とੴ佁をআく、ຏ製ੴ᭲、ຏ製ੴ݋、ੴแஸ、౐ੴなどが೪
ㆭんばんがん

൘岩で製࡞されています。近

隣の山には、現在も౐ੴの材料として࢖われる良質な೪൘岩が࢈出します。

Ｎ１・２・３・６区からは、 製࡞するࡍに出た೪൘岩のബいṞยや、 製్࡞中とみられ

るഁยが出土しており、各ॅډ域でੴ器が製࡞されていたと考えられます。今ޙ、出土し

た地点とڞ伴する土器などを詳細にݕ౼することにより、製࡞の時期や工ఔなどが明らか

にできるとࢥいますが、ここでは、どのようなものが出土しているかの঺հにとどめたい

とࢥいます。

（１）ຏ੡石᭲

ຏ製ੴ᭲は、ܪ
ㆪかご

のあるもの（༗
㇆う㆐い

式）とないもの（ແܪ
む ㆐ い

。式）が出土していますܪ

ແܪ式のものでは、 製࡞の工ఔが想定できる製్࡞中の඼や、 ࣦഊ඼が見つかっていま

す。これらから、まだݕ౼段階ですが、ੴ᭲は次のようなεςοプで࡞られたとみられま

す。

ᶃ ࡞りたいੴ᭲のαΠズになるようにੴを割る（ࣸਅ14　１-１）。

ᶄ ද面を平׈にする（ࣸਅ14　１-２）。

ᶅ 側ԑにਕをつけるためにްみをബくする（ࣸਅ14　１-３）。

ᶆ ୺部分を研͗だしてਕをつける（ࣸਅ14　１-４）。

༗ܪ式のຏ製ੴ᭲は、４Dmఔ度の小さなものと、 ᭩
しのぎ

がついた７Dmを௒える大きなもの

の２タΠプが出土しました。᭩がついた大きなものは、同じُ岡地域の໻ੜ時代લ期から

中期の߼؀集མとして஌られるଠ田遺跡で出土したものとࣅています。

多数出土したຏ製ੴ᭲の中には、 ᭲਎部の中心に一つの޸がἥかれた༗޸ຏ製ੴ᭲が３

点あります（ࣸਅ14　２～４）。ઍ代川遺跡では、これまでの調査でも１点出土しています。

地方では࣎ـを中心とした東日本でよくみられるもので、近ݝの空いたੴ᭲ࣗମは長野޸

լݝを中心に分布します。近ߐ地域で製࡞されるような土器ともڞ伴することから、近ߐ

地域との交流を示すものではないかと考えられます。
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（２）ຏ੡石݋

出土したੴ݋は、 部がج

ંれてるなど一部がܽけて

おり、׬形のものはありま

せん。Ｎ２区で出土したੴ

する࡯؍を（ਅ14の５ࣸ）݋

と、研ຏの向きが変わって

いるՕ所があります。ੴ݋

がંれるなどしたために、

研͗なおして݋ઌを整える

などといった࠶Ճ工がなさ

れた可能性があります。

（３）石Ṱஸ

ੴแஸのະ成඼として೪

１-１ １-㸰 １-㸱 １-㸲

㸰 㸱 㸲

㸳0 㸳FP

൘岩をബくണいだૉ材をՃ工した

もの（ࣸਅ15の６）が出土していま

す。これから、 ౐ੴで研ຏして、

ࣸਅ15の７のようなੴแஸにՃ工

したと考えられます。６のような

ੴแஸを製࡞するのにஸ度良い大

きさのണย以֎に、製్࡞中で小

さく割れてしまったとࢥわれるも

のもؚめて、༷ʑな大きさのബい

೪൘岩のണยが出土しています。

（４）౐石

いくつかの୦穴建物のচ面近く

から౐ੴが出土しました。目が細

かいもの（ࣸਅ15の̔）とૈいもの

があり、用్などによる࢖い分け

があったようです。

㸴

㸵

㸶0 10cm

ࣸਅ14　ຏ製ੴ᭲とຏ製ੴ݋

１－1～４　ແܪੴ᭲の製࡞工ఔ資料、２～４　༗޸ຏ製ੴ᭲、５　ੴ݋

ࣸਅ15　ੴแஸະ成඼、ੴแஸ、౐ੴ（上から）
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̑．͓ΘΓに

今回の調査では、 ୆地の上に南北180ｍ以上、 東西120ｍ以上の範囲で、 ໻ੜ時代中期ޙ

葉からޙ期にかけての大ܕの集མ遺跡（ڌ点集མ）が広がっていたことがわかりました。集

མには、４つのॅډ域と２つのุ域が営まれていました。ॅډ域には、ԁ形、方形、小ܕ

の୦穴建物にՃえて、やや離れてಠ立棟࣋柱建物があり、方形周溝ุ群と土ᆮุ群と形態

のҟなるุからุ域が構成されていました。集མ内では、෇近から࢈出する良質の೪൘岩

を用いたຏ製ੴ器のੜ࢈が੝んに行われていました。Տ内や近ߐ地域からのൖೖ඼とみら

れる土器が出土したことから、ੴ器をഔհとしたଞ地域との交流も考えられます。以上の

ように、ُ岡盆地のڌ点的な集མの一つの࢟が明らかになりつつあるのが大きな成果とݴ

えます。

今ޙ、出土遺物の整ཧをਐめる中で、各छ遺構の営まれた時期や性格を明らかにし、南

୮市஑上遺跡、ُ岡市時௩遺跡、同ଠ田遺跡など周辺の遺跡やଞ地域の遺跡とのൺֱを行

いながら、ઍ代川遺跡の位置ͮけを考えていくことを課୊とします。

参考文献
ُ岡市 2000『新मُ岡市࢙　資料ฤ第一ר』
஛村྄ਔ 2026「京都෎ُ岡市ઍ代川遺跡の概ཁ―今ޙのݕ౼課୊のந出―」古代学研究会４月ྫ

会発ද資料
य़໊ӳ行 2026「ُ岡市ઍ代川遺跡群の調査－໻ੜ時代中ޙ期の集མの新発見－」近ـ໻ੜの会研

究資料　第 29 回集会（࣎լ場所）発දཁࢫ・࿦考集
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京埋セミナー資料Ｎ o.161-497

京都市溝
み ぞ ろ

路遺跡の発掘調査
－長岡京の北辺を考える－

（ 公 財 ） 京 都 市 埋 蔵 文 化 財 研 究 所 調 査 課 　 中 谷 正 和

１．はじめに

溝路遺跡は京都市南区久
く ぜ と の し ろ ち ょ う

世殿城町地内に所在する遺跡です。遺跡は京都盆地西部の桂川

右岸域にあり、西に向日丘陵・段丘と扇状地、東に桂川を望む、標高約17mの沖
ちゅうせきていち

積低地上

に立地しています。都市計画道路向日町上鳥羽線及び牛ケ瀬馬場線道路整備工事に伴い令

和６年度から発掘調査を実施しています。初年度の調査では、長岡京の北限と考えられて

いる北
きたきょうごくおおじ

京極大路よりも北側で、京内から連続する長岡京期の道路と、それに隣接する建物

群が発見されました（図３）。　

２．௕Ԭژとは

長岡京は、延
えんりゃく

暦３（784）年11月に桓
か ん む て ん の う

武天皇の命によって奈良の平城京から遷
うつ

された都
みやこ

で

す。延暦13（794）年10月に平安京に遷
せ ん と

都するまで日本の首都として機能していました。都

の範囲は、桂川と西山丘陵に挟まれた東西約4.3km、南北約5.2kmにおよぶと考えられてい

ます。政治の中心である大
だいごくでん

極殿や朝
ちょうどういん

堂院などがある長岡宮は、現在の向日市域に造営され

ました。その周囲には、南北・東西の道路（大
お お じ

路）を碁盤の目状に組み合わせて方
ほうかく

格の街区

が形成されており、その街区内は幅約９ｍの道路（小
こ う じ

路）で東西４つ・南北４つの計16の町

（宅地）に分割されていました（図１）。

３．௕ԬظژのҨ構

調査では、道路側溝や宅地内の溝、掘立柱建物などが発見されました（図３）。

道路側溝には、東
ひ が し に ぼ う ぼ う か ん こ う じ

二坊坊間小路東側溝の北延長にあたる溝20・102と、それに直交する、

北京極大路の１町北にある東西道路（以下、「北京極大路北１町道路」と呼びます。）の側溝

である溝34・40があります。

溝20・102は、長岡京左京646次調査で発見された東二坊坊間小路東側溝（ＳＤ64602の）延

長線上に位置しています。また、北京極大路北１町道路側溝である溝34・40の間の距離は

約9.4ｍあります。この幅は長岡京の小路規模の道路幅とほぼ同じ規模となります。
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今回確認された北京極大路北１町道路と北京極大路との間の距離は約123ｍあります。

それに対して北京極大路から北一条条間南小路も約123ｍあり、両者の値はほぼ同じです。

今回確認された北京極大路北１町道路と北京極大路の道路幅だけでなく、北京極大路を挟

んだ北１町・南１町の街区規模がほぼ同じ規格であることから、今回の調査地には京域と

同等の区画が存在したと評価できます（図４）。

建物は、建物56・63・163・248の４棟があります。また、柱列53・237も建物の西柱筋と

なる可能性があります（図３）。柱穴の形態や規模から、建物163・248と柱列237のグルー

プと建物56・63と柱列53・221のグループに分けることができます。

建物163・248と柱列237のグループは、柱穴が平面方形で、径が0.6～0.9ｍあります。建

物56・63と柱列53・221のグループは、 柱穴は平面隅丸方形で、 径が0.3～0.5ｍあります。

それぞれの柱穴から出土した遺物には、明確な時期差はありませんが、柱列237と柱列53

の重複関係から、柱列53が新しいことがわかりました。各グループの違いは時期差を示し

ており、建物163・248と柱列237のグループが古く、建物56・63と柱列53・221のグループ

が新しい段階の建物・柱列となる可能性が想定できます。

４．௕ԬظژのҨ෺

土
は じ き

師器や須
す え き

恵器などの土器類だけでなく、平城宮式の軒
のきがわら

瓦などの瓦類、凝
ぎょうかいがん

灰岩製の建築

部材などが出土しました（図５）。瓦類は、溝20と溝34・40の交差点周辺から出土していま

す（図６）。北京極大路北１町道路より北側の区画に、瓦を用いる建物がある宅地が存在し

たと考えられます。また、凝灰岩の建築部材は、建物163内にある柱穴から出土しました。

出土数が１点であるため建物163に伴う部材ではなく、近辺に凝灰岩を用いた施設が存在

した可能性が考えられます。

̑．͓ΘΓに

これまでの発掘調査によって、長岡宮・京の北方では、これと連続する可能性が高い道

路の存在が報告されています（梅本2010・2014、黒須2020）。また、長岡京の北西部には旧

流路があり、その右岸域の上
か み く ぜ

久世遺跡以南では、建物跡などの遺構が複数個所で確認され

ています（上村1989）。

さらに、大
おおやぶ

藪遺跡内にあたる、北京極大路から北に約３町の旧流路内において、人
じんめん

面

墨
ぼくしょ

書土器やミニチュアカマド・ナベ、土
ど ば

馬や人
ひとがた

形などが出土しました。長岡京南東部の

水
みずたれ

垂遺跡や、同南西部の西山田遺跡、北西部の古
こじょう

城遺跡でも、流路に祭祀具が投棄されて

います。これらは京域境界で執り行われた祭祀跡であり、当時の京域の隅に相当すると推
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定されています（中島2024）。

今回の調査結果は、北京極大路から少なくとも１町北までは、長岡京左京の北方域と同

じ規格をもつ道路や方格地割が京内から連続しており、方格地割内に宅地が存在したこと

を示すものでした。大藪遺跡で出土した人面墨書土器やミニチュア土器、土馬や人形を伴

う祭祀跡などと合わせて考えると、当時は北京極大路よりも北まで実質的な京域がおよん

でいた可能性があります（図７）。

参考文献（五十音順）
上村和直 1989「長岡京左京一条三坊跡」『長岡京跡・大藪遺跡発掘調査概報　昭和 63 年度』　（財）

京都市埋蔵文化財研究所
梅本康広 2010「長岡京」『古代の都３ 恒久の都平安京』 吉川弘文館
梅本康広 2014「長岡京の条坊施工範囲と造営計画」『平成 24 年度 公益財団法人向日市埋蔵文化財

センター年報都城 25』（公財）向日市埋蔵文化財センター
梅本康広・中島信親・田原葉月 2024「野田遺跡第 13 次調査（3NDDND-16 地区）」『長岡京連絡協議会』 

№ 25-2（公財）向日市埋蔵文化財センター
梅本康広・田原葉月 2025「長岡京左京 694 次調査（7ANDND-15 地区～北京極大路、東二坊坊間小

路～発掘調査報告）」『向日市埋蔵文化財調査報告書』第 130 集（公財）向日市埋蔵文化
財センター

國下多美樹 2007「長岡京 ―伝統と変革の都城―」『都城 ―古代日本のシンボリズム』　青木書店
國下多美樹 2020「都の北に何があったか ―方格地割都市プランの拡大―」『難波宮と古代都城』　

同成社
黒須亜希子 2020「大藪遺跡（18S738）」『京都市内遺跡詳細分布調査報告』令和元年度　京都市文

化市民局
中島信親 1999「長岡京条坊図」『平成９年度財団法人向日市文化財センター年報　都城 10』　（財）

向日市文化財センター
中島信親 2024「長岡京の祭祀遺物」『東アジア都城と宗教空間』 京都大学学術出版会
山中　章 1997『日本古代都城の研究』 柏書房
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図１　調査地位置図（1：40,000）
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図４　溝路遺跡周辺の道路側溝（１：1,200）
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෣௽市ঁ
に ょ う

布遺跡の発掘調査
－中世ุの構造と෭૴඼－

京 都 ෎ 教 ҭ ி ࢦ ಋ 部 文 化 財 อ ޢ 課 　 ⅓ ت  和 子

１．ঁ෍Ҩ੻の概要

ঁ布遺跡は、西෣௽の市街地から南西約３kmに位置します（図１）。第13次調査は、෎

営೶ڝۀ૪ྗڧ化೶地整備事ۀに伴い、京都෎教ҭҕһ会が現在のঁ布集མに近い೶地を

対৅として実施しました（図２）。

これまでの調査では、໻ੜ時代から飛鳥奈良時代、および平安時代から中世にかけての

遺構遺物が確認されています。

奈良時代には、ঁ布遺跡の周辺はՃ
か ㆕

田܊ࠤ
た ㆪ ㆹ

辺（田造）ڷにଐしていたと考えられます。第

３次調査では、૔ݿをؚむ掘立柱建物群が確認されており、これらは地方׭ᦰに関わる遺

構の可能性があります。このことから、奈良時代のঁ布遺跡はこの地域で中心的な位置を

઎めていたと想定されています。

そのޙ、平安時代຤になると、୮ࠃޙは平
たいらのき㇈㇂り

ਗ਼੝の஌行ࠃとなります。治
じしょう

ঝ４（1180）年の

て、平Ոは元暦２（1185）年にஃܦ平の૪ཚをݯฌに࢝まるڍཔ政のݯ
だ ん の う ら

ϊӜで໓๢し、ݯཔ

朝がक
し ゅ ご

地・ޢ
じ と う

頭の設置を認められると、Ճ܊ࠤにも東ޚࠃՈ人が地頭としてྖ地にೖって

きます。

ঁ布遺跡のଐした田
た ㆪ ㆹ ご う

辺ڷについては、いくつかの࢙料から、そのࢧ഑関係の変化をたど

ることができます。元暦２（1185）年５月の୮࢘ࠃޙி
ちょうせん

એ（命令書）は、この段階でࠃ
こ く が

ᦰのࢧ

഑が及んでいたことを示します。一方、『ޗ
ㆀずㆾかがみ

建『ڸ࠺
㆐んきゅう

久５（1194）年10月条には、 ݯ
みㆪ㇂との㇈しと㇂

ٛ 朝に

חえた࢓
か ㆾ た ㆾ ㆕ き ㇈

田正ਗ਼のଉ
㆝くじょ

ঁがݯ
みㆪ㇂と㇈りと㇂

པ朝によって当地の地頭৬をಘたことがみえ、૳Ԃ化のਐలを

うかがわせます。さらに、弘安元年（1278）の࿡
ろ く は ら

波ཏ下
㆒ ち じ ょ う

஌状（命令文書）によれ͹、田辺ڷは

׮
か ん ぎ

では、ঝ久３ڷには地頭੥所となっていました。このように田辺ࠒ年間（1229～1232）ت

（1221）年のঝ久のཚ以ޙ、西日本各地に新ิ地頭が設置されるよりલから、関東ޚՈ人の

੎ྗが及んでいた点が஫目されます。

今回औり上͛るঁ布遺跡の木ุ׹は、地頭੥所が࢙料にあらわれる段階よりもલ、12世

において૳Ԃ化がਐみ、関ڷ初頭に営まれたものです。この時期は、田辺ل຤から13世ل

東ޚՈ人の੎ྗが及び࢝めていた時期にあたります。
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図１　ঁ布遺跡周辺の遺跡分布図（1�25,000）
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中世の遺跡をみると、ঁ布遺跡の東側にຬ
ㆾ ん が ん じ

は建ࣉئ跡があります。ຬࣉئ
㆐んㆽう

อ年間（1213

～1219）にૐห
ㆹんえん

ԁによって૑建されたと伝わり、本ଚの木造十一面؍音࠱ （૾෎ࢦ定༗形文

化財）には建อ６（1218）年の໏が࢒ります。ຬࣉئはそのޙ、Րࡂによるমࣦと࠶建を܁

りฦしていたことが、（公財）京都෎埋蔵文化財調査研究センターの調査で明らかとなって

います。࠷ऴ的にຬࣉئは、昭和 44（1969）年に現在の場所にҠされ、今日まで法౮が伝え

られています。また、ঁ布遺跡の南東には෣௽市内でも࠷大ڃの山城であるঁ布城跡が所

在します。

２．໦ุ׹のݕ出と構଄

今回の第13次調査地は、ঁ布遺跡の南୺に当たります。調査区の中ԝ෇近で൘材と青࣓

࿶のޱԑの一部を確認し、木ุ׹の存在を೺Ѳしました。埋૴の時期は、出土した青࣓࿶

の年代から、ח૔時代の12世ޙل൒から13世ل初頭と考えられます。׹の規模は、֎法で

長辺160Dm・୹辺60Dmです。埋૴された人の頭の向きは北西と考えられます。上部は෗ഊ

したためか、ఈ൘から約５Dmの高さまでしか࢒っていませんでしたが、ఈ൘はほぼ׬શ

図２　ঁ布遺跡調査範囲（1�4,000）
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な形でݕ出することができました。൘材の樹छ同定を行ったとこΖ、す΂てεΪであるこ

とが൑明しました。

ఈ൘の上には、൘材が複数重なっていました。いͣれもްさ約５mmのബい൘です。෗

ഊしてམͪࠐんだ֖׹の一部と考えられます。木׹は、ఈ൘３ຕ、長側൘２ຕ、小ޱ൘１

ຕの計６ຕの൘が࢒存していました。ಛචされるのは、ఝがまったくݕ出されなかった点

です。側൘小ޱ൘ఈ൘には、溝などで組み合わせたࠟ跡もなく、൘をਾえたうえで周囲を

土でݻ定し、׹の形をอっていたものと考えられます（ࣸਅ１）。また、׹の南西࿬からは

、にԊって上下に重なるように丸ଠが２本出土しました。さらに、ఈ൘をऔり上͛ると׹

その下から長さ約60Dm・幅約10Dmの൘が３ຕ出土しました。

３．෭૴඼に͍ͭͯ

෭૴඼と考えられる遺物は青࣓࿶が１点です。この青࣓࿶は、中ࠃ
せ ㆣ こ う し ょ う

ᔳߐলのཾ
りゅうせん㇈う

ઘ༼で࡞

られたඇৗに質のよい༏඼で、内面にはย੾りூりでӢの文༷が５つ施された飛Ӣ文がみ

られます（ࣸਅ２）。文༷は流れるように美しくூられているのがಛ௃です。Ӣは、日本だ

けでなく世界各地でਆʑのॅまう場所とされてきました。とくに中ࠃのࢥ想では、Ӣはӡ

のよい吉঵の文༷として古くから大੾にされてきました。飛ىのಈくとこΖとされ、ԑؾ

ࣸਅ１　木ݕุ׹出状گ（北西から）
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Ӣ文は、そうしたӢがඌをҾいて飛

ぶ༷子をあらわした文༷です。ޱԑ

部が少しܽけ、器にはͻびがೖって

いますが、これはҙ図的にܽいたも

のと考えられます。埋૴されるほど

大੾にされてきた࿶のޱԑ部をあえ

てܽくという行ҝがח૔時代にも行

われていたことが、ここ෣௽市で確

認できたことはو重な成果です。同

༷のଧͪܽきは、三重܊໊܂ݝ多度

町の宮地中世෿ุ群や大ࡕ෎֋௩市のڮ本遺跡などのุから出土したಃ࣓器でも確認され

ており、૴ૹّྱの一つの࡞法であったと考えられます。

なお、෣௽市から出土する同時代の青࣓やന࣓などは、中ࠃでੜ࢈され日本΁もたらさ

れたものです。そのൖೖܦ路については、一度ത多にೖったಃ࣓器が日本ւߤ路を௨り、

山ӄԊ岸からएڱ࿷方面΁ӡ͹れた可能性がࢦఠされています。෣௽市は日本ւ交௨の結

અ点に位置することから、こうしたւ上交௨を௨じてಃ࣓器がもたらされた可能性が高い

といえます。一方で、京都にも近いことから、都をܦ༝してൖೖされた可能性も考ྀする

ඞཁがあります。

４．தੈのุと૴ૹ

ここで、木ุ׹の位置ͮけを考えるために、中世のุと૴ૹについて؆୯にड़΂ます。

中世ุとは、おおむͶח૔時代から安土౧山時代までに営まれたุをࢦします。木׹とは、

遺ମをೲめるために൘を組み合わせて࡞った׹のことで、今日の׹
かんお㆐

Գにあたるものです。

現在の日本の૴ૹはほぼՐ૴ですが、中世にはՐ૴以֎にも複数の方法が行われていま

した。天文元（1532）年に成立した中世のඦՊ事య『ਖ
じんてんㆀいのうしょう

ఴ䆶೯ᭁ』は、「૴ϊ事」に「上古

ϋ多Ϋ土૴໵」として古代には土૴がओ流であったとしつつ、当時の૴ૹとして水૴Ր૴

土૴෩૴の４छを͛ڍています。水૴は遺ମを川に流す方法、෩૴は遺ମを野に置き、鳥

や्に৯΂られ、෩Ӎにമ
㆕ら

されてٺ
く

ͪるにまかせる方法で、ൺֱ的一ൠ的に行われていた

ようです。このように文献࢙料からは、૴ૹが一༷ではなく、複数の方法がซ存していた

ことがわかります。

ֆ画資料からも中世のุの༷子を஌ることができます。『ծ
が き ぞ う し

َ૲子』（図３）にඳかれる

ุ地には、土を੝った੝土௩や、ੴを積み上͛たੴ積௩が見え、またุの間には、׹にೲ

ࣸਅ２　青࣓࿶出土状گ
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図３　『ծَ૲ࢴ』（᪎
ば ㆣ こ

ᬚするծَの࢟）

められたࢡ
しかばㆭ

や、何も施されないࢡなど、さま͟まな状態で૴られた༷子がඳかれています。

このように、ח૔時代の૴ૹ形態が多༷であったことは、ֆ画資料からもうかがえます。

した『吉ه૔時代の૴ૹのख順については、当時の૴ૹについて細かくח
き つ じ し だ い

事次第』から

うかがうことができます。そこには๢くなると直ͪに᝸
すのこ

の上に北ປに৸かせ、ሯ
ㆳょうぶ

෩や႓
きちょう

ா

を立てめ͙らし、少し離れた所にՐをともして߳をขくことなどがهされています。ೲ
のうかん

׹

は６人ないし̔人で行い、下にෑいた᝸͝と׹にೲめ、遺ମに෴いをかけ、׹内に土࠭を

ೖれて֖
ㆵた

をし、࠶び北ປにして૴ૹの時まで置いたとされます。

また、中世લ期には、૴ૹは๢くなった当日に४備が整えられ、໷に近しい人ʑのखで

ͻっそりと執り行われて、ऴわると同時にࠟ跡がย෇けられました。こうした当時の૴ૹ

のあり方も౿まえながら、ঁ布遺跡の木ุ׹がどのような構造であったのか、また、どの

ような人物が埋૴されたのかをݕ౼していきます。

̑．ঁ෍Ҩ੻の໦ุ׹のҐஔ͚ͮ

（１）෎内のதੈุと༌ೖಃ࣓ث

京都෎内で中世ุと༌ೖಃ࣓器が伴って出土したྫは26ྫあります（図４・ද）。ุの構

造をみると、26ྫのうͪ、木ุ׹と൑明しているものは６ྫ、Ր૴ุは３ྫなどとなって

おり、木ุ׹に分類されるྫࣗମが少数です。ঁ布遺跡のように൘材が良޷に遺存し、木

。っているྫは௝しいものといえます࢒のࠟ跡がここまで明ྎに׹

とくに஫目されるのは、෣௽市内ではঁ布遺跡のほかにࢤ高遺跡でも、12世ل຤～13世

初頭の青࣓࿶を෭૴するل （ุ土
ど こ う

ᆮุ）が確認されている点です。木ุ׹と土ᆮุという構

造の違いはあるものの、同じ෣௽市で、ほぼ同時期に青࣓࿶を෭૴する埋૴が複数営まれ

ޯ݇ϖᓊջઞ὚ࢽ᫿⽉μ⼸〲⑓⃟νϑȡȍȑȐȔȗȖϒɈɔɔɐɓȚȏȏɉɍɁɇɅȎɔɎɍȎɊɐȏɉɍɁɇɅȏȑȐȒȔȏȣȐȐȑȖșȓȗȎɊɐɇҰᱎ۝Ɨࠦ๘Ŝū؃᰻
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図４　京都෎内で༌ೖಃ࣓器が出土した中世ุ分布図（1�750,000）

⑬ 吉田本町遺跡
⑭ 白河街区跡・吉田上大路町遺跡
⑮ 今里遺跡
⑯ 神足遺跡
⑰ 長岡京跡（右京70次調査）
⑱ 井ノ内稲荷塚古墳　
⑲ 西隼上り遺跡
⑳ 内里八丁遺跡
㉑ 木津川河床遺跡
㉒ 小田垣内遺跡
㉓ 椋ノ木遺跡
㉔ 森垣外遺跡
㉕ 前椚中世墳墓群
㉖ 恭仁宮跡

① 日光寺遺跡
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ていたことになります。年代の点でも、多くが13世لに位置するなかで、ঁ布遺跡の12世

。初頭の時期は෎内でも古い段階に位置ͮけられますل൒～13世ޙل

（２）ఝを༻͍ͳ͍໦ุ׹と֯ࡐのݕ౼

ঁ布遺跡の木ุ׹ではఝが一੾出土せͣ、木材を࡯؍してもఝをଧったࠟ跡は認められ

ませんでした。木材を組み合わせる溝もないことから、൘材を現地に࣋ͪࠐみ、੝土によ

ってݻ定しながら組み立てたものと考えられます。ޙड़するように࣋ͪӡ΂る׹の可能性
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൪߸ 所在地 遺跡໊ 時代 छ類 ओな出土遺物

෣௽市ঁࣈ布 ঁ布遺跡 12 世ޙل൒～ 13 世ل初頭 木ุ׹ 青࣓࿶

1 京୮ޙ市久美඿町Ӝ
明 日ޫࣉ遺跡 13 世ل 木ุ׹ 青࣓࿶、మ製౛子、土師器ࡼ

2 京୮ޙ市໢野町島௡ ྛ遺跡 13 世ل 土ุ޵ 青࣓、土師器ು、黒৭土器࿶、天੟元ๅ

3 京୮ޙ市໢野町島௡ ԣປ遺跡（第1次）13 世ل ෆ明 青࣓࿶、土師器ࡼ

4 京୮ޙ市大宮町Տ辺 দ田遺跡 14 世ل代 木ุ׹ 青࣓盤ย、మఝ

5 宮௡市成相ࣉ 成相ࣉ古ุ（$
地点） 13 ～ 14 世ل Ր૴ุ 青࣓小ᆵ、ӽલম三ࣖᆵ、୮波মᆵ

瀬ށমළ子、須恵器伫

6 ෣௽市ࢤࣈ高 高遺跡ࢤ 12 世ل຤～ 13 世ل初頭 土ุ޵ 青࣓࿸

7 ҁ部市安ࣉࠃ町平山 安ࣉࠃ平山古ุ 13 世ل ෆ明 青࣓࿸

8 ෱஌山市ੴ原上野 上野古ุ 中世 土ุ޵ 青࣓、土師器ࡼ、ಃ器、ఝ、Ր૴ࠎ

9 ෱஌山市؍音ࣉ 遺跡ࣉ音؍ 平安຤ 土ุ޵ 青࣓࿸、ࢴย

10 ෱஌山市大内 山田館跡 13 世ޙل൒～ 14 世لલ൒ 土ุ޵ 青࣓ࡼ、土師器ು、土師器ࡼ

11 京都市中京区（஥อ
ར町ほか）

平安京左京三条
三坊十五町 ࣨ町時代 土ุ޵ 青࣓࿸、ന࣓小࿶、瀬ށ༼߳࿍、࣫器࿶

和ڸ、૙ʗ明મ、土師器ࡼ

12 京都市中京区஛԰೭
町

平安京左京五条
三坊十五町 ૔時代～ࣨ町時代ח 木ุ׹ 青࣓࿸、土師器ࡼ

13 京都市左京区吉田本
町 吉田本町遺跡 11 ～ 12 世ل 木ุ׹ 青࣓࿶、ఝ

14 京都市左京区吉田近
Ӵ町

നՏ街区跡吉田
上大路町遺跡 14 世ل中ޙ～ࠒ൒ 木ุ׹ 青ന࣓水஫֖、土師器、྘ᬵಃ器

須恵器、瓦器、মకಃ器、༗޸㡤、ఝ

15 長岡京市今ཬ
長岡京跡右京第
653 次調査（今ཬ
遺跡）

൒ޙ૔時代ח 土ุ޵ 青࣓࿶、土師器ࡼ、瓦器࿶、మ᭲

16 長岡京市ਆ଍
長岡京跡右京第
781 次調査（ਆ଍
遺跡）

13 世ل 土ุ޵ 青࣓࿶

17 長岡京市下ւҹࣉҏ
լࣉ

長岡京跡右京第
70 次調査（下ւ
ҹࣉ遺跡）

13 世ل 土ุ޵ 青࣓࿶、土師器、瓦器

18 長岡京市Ҫϊ内 Ҫϊ内Ҵՙ௩古
෿（第̔次） 13 世ل 土ุ޵ 青࣓࿸、瓦器

19 Ӊ治市ᣢ道西൏上り 西൏上り遺跡 13 世ل 土ุ޵ 青࣓࿶、࣫器ࡼ、須恵器ࡼ、మఝ

20 ീ഼市内ཬ日向堂 内ཬീஸ遺跡（第
20 次） 12 世ل຤～ 13 世ل初頭 Ր૴ุ 青࣓࿶、୹౛、瓦器࿶、土師器ࡼ

21 ീ഼市ീ഼溝མ・ޅ
川 木௡川Տচ遺跡 13 世ل 木ุ׹ ന࣓࿶、瓦器࿶、土師器ࡼ、మ製඼

22 京田辺市ීࣉݡ小田
֞内 小田֞内遺跡 14 世ل຤～ 16 世ل中葉 Ր૴ุ 青࣓࿶、瓦器羽佂、土師質羽佂

土師器ࡼ、須恵器ᆵ

23 相ָ܊ਫ਼՚町下ࠏໆ
ϊ木 ໆϊ木遺跡 13 世ل 土ุ޵ 青࣓࿶、土師器小ࡼ、࣫器࿶

24 相ָ܊ਫ਼՚町南Ҵീ
֎৿֞࠺

৿֞֎遺跡（第 2
次） 13 世ل 土ุ޵ 青࣓࿶、青࣓ࡼ、木製ԁ盤

25 木௡川市Ճໜ町৲ࢬ
લᑰ લᑰ中世෿ุ群 13 世ل຤～ 14 世ޙل൒ 土ุ޵ 青࣓࿶、୹౛、和ڸ、土師器ࡼ

࣫製蔵ࠎശ

26 木௡川市Ճໜ町ྫฎ ਔ宮跡（第ګ 11-
１次） 13 世لલ൒ 土ุ޵ 青࣓࿶、土師器ࡼ

ද　京都෎内の༌ೖಃ࣓器を伴う中世ุ一ཡ
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は൱定できませんが、出土状گからは、次のような構築աఔを෮元できます（図５）。まͣ、

し、ఈ൘をਾえます。次いで小࡟よりͻとまわり大きな長方形のุᆮを掘׹出された木ݕ

の上に青࣓֖׹をかぶせますが、この֖׹にޙ࠷。൘と側൘を立て、遺ମを安置しますޱ

࿶が置かれていたことが出土状گから൑明しました。このように、木ุ׹の構築աఔまで

௥うことができる点も、本遺構の大きなಛ௃といえます。

ఝを用いない構造の木ุ׹のྫはいくつかありますが、なお明らかでない点も多く、類

ྫとのൺֱを௨じてݕ౼していくඞཁがあります。とくに஫目されるのが、木׹にԊうよ

うにਾえられていたՃ工֯材２本の存在です。類ࣅする事ྫとして、ത
は か た

多遺跡群第26次調

査が͛ڍられます（図６）。この調査では、木׹のԣに置かれた֯材は、෭૴඼ではないも

ののஸೡにՃ工され、ં れも見られͣ、ഇ材とは考えにくいと報告されています。そして、

土ᆮのఈ部に２本の丸ଠをਾえ、その上に直交させて木׹を置き、丸ଠと֯材をਆ
み こ し

༫のよ

うに組んで木׹をӡぶࡍに用いた可能性がࢦఠされています。ঁ布遺跡でも、ఝや組み合

①墓壙の掘削 ②小口板・側板・底板の設置

③埋葬 ④棺蓋の設置・副葬

図５　木ุ׹構築աఔ෮元図
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木棺内

木棺検出時

図６　ঁ布遺跡出土木ุ׹平面図とത多遺跡群第26次調査出土木׹平面図（1�20）

（෱岡市教ҭҕһ会1986からసࡌ）
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わせの溝がみられないことから、൘材をඥ

ひ㇂

でറ
しば

ってݻ定したとも考えられます。その場合、

木׹に伴う֯材や、ఈ൘の下から出土した３ຕの൘が、׹の結ଋやӡൖに関わる部材であ

った可能性も൱定できません。一方で、これらの൘はްさ約５mmとബく、実ࡍにӡൖの

ՙ重に଱えうるかは、৻重なݕ౼をཁします。木׹が現地で組み立てられたものか、ある

いはӡ͹れてきたものか、また֯材や下部の൘がどのような機能をもっていたのかについ

ては、部材のڧ度や࢖用ࠟの࡯؍、શࠃの類ྫऩ集を௨じて、Ҿき続きݕ౼していきたい

と考えています。

（３）ཱ ஍とඃ૴ऀ૾

ঁ布遺跡では広い範囲で発掘調査をਐめており、この木ุ׹のൺֱ的近い範囲からも中

世の遺構が数多く確認されています。（公財）京都෎埋蔵文化財調査研究センターの第９次

第11次調査では、木ุ׹から北΁50mのとこΖで中世の建物跡６棟がݕ出されています。

つまりこの木ุ׹は、もともとุ地としてར用されていた場所に୯ಠで造られたのではな

く、人ʑがੜ׆していた建物や集མに近い場所に営まれた可能性が高いと考えられます。

中世にはࣉ院ุ地やڞ同ุ地のように一定の場所΁まとまって埋૴される事ྫが多く஌ら

れ、ੜ׆空間に近接して୯ಠの木ุ׹が築かれる状گはඞͣしも一ൠ的とはいえません。

現時点の発掘調査成果からは、この木ุ׹は集མとີ接な関係をもつ埋૴であった可能性

が考えられます。

こうした立地条݅を౿まえると、ඃ૴者૾についても一定のݕ౼が可能になります。集

མ近くの୯ಠで造営されているุは、土地の所༗者やその土地を։発したྖओ、あるいは

村མをまとめる༗ྗ者など、地域のࢦಋ的立場にあった人物のุである可能性がありま

す。ঁ布遺跡の木ุ׹についても、現時点でஅ定はできませんが、こうした可能性をࢹ野

にೖれながら今ޙさらにݕ౼をਐめていきたいと考えています。

̒．·とめ

今回の調査では、ח૔時代の木ุ׹が良޷な状態でݕ出され、෭૴඼としてཾઘ༼の青

࣓࿶１点が出土しました。ఝを用いない構造や、木׹に伴う֯材など、なおݕ౼をཁする

点が多く࢒されていますが、木׹の遺存状態の良さ、青࣓࿶のଧͪܽきにみる૴ૹّྱ、

集མに近接する立地など、ח૔時代の埋૴शଏと地域社会を考えるうえで重ཁな成果をಘ

ることができました。
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京埋セミナー資料Ｎ o.161-499

京都市ੴ
いわみじょう

見城跡の発掘調査
の西ݬ－

にしのおか

岡の城を掘る－
京 都 市 文 化 市 民 局 文 化 ܳ 術 都 市 推 ਐ ࣨ

文 化 財 อ ޢ 課 　 黒 須 亜 希 子

１．はじめに

ੴ見城跡は、西京区大原野ੴ見町内に存在する中世の平
ひらじろ

城跡です。桂川・小
お ば た

ാ川の流域

にあたる西岡地域には、中世の在地土߽やࠃ人が築いたとされる城館の推定地が多数࢒さ

れており、ੴ見城跡もその一つに数えられています。在地土߽の一人であった野
の だ や す た だ

田ହ஧

が、Ԡਔのཚのઓ果をهした『野田 ஄
だんじょう

正 ஧ହ஧܉஧状』には、文
ぶんめい

明２（1470）年に「ੴ見館」

をমいたとするهड़があり、これが現在、埋蔵文化財แ蔵地であるੴ見城跡として推定さ

れています。ੴ見町内には、城の土
ど ㇋ い

ྥやງを想ىさせるようなԜ
おうとつ

ತが地දに現れているՕ

所があり、ૣくから城館跡として目されてきました。

平成16（2004）年、ੴ見町をॎஅするように計画された道路建設（中山ੴ見線）により、発

掘調査が行われました。その結果、ח૔時代からࣨ町時代の遺構群が多数発見されました。

図１　ੴ見城跡位置図
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これらの遺構群が、Ԝತが࢒る段丘֑෇近΁広がる༷相をみせたことから、この地点に城

跡が存在した可能性がさらに高まりました。

令和２（2020）年、京都市文化財อޢ課はੴ見町の現集མ及びその周辺を対৅としてߤ空

Ϩーβー測量を行い、ඍ地形の詳細೺Ѳをࢼみました。その結果、地ද面の細かいԜತが

明確にөし出され、これらが人ҝ的な造࡞である可能性がよりೱްとなりました。このた

め文化ி・京都෎と協議を行い、５か年に及ぶ遺跡อ存を目的とした範囲確認調査を計画

しました。そのޙ、土地所༗者の方ʑの協ྗをಘられたことから、令和３（2021）年から京

都市による発掘調査が࢝まりました。

図２　੺৭立ମ図（１：1,250）
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調査の結果、当֘地にはੴ見城と推測される大ܕの城館遺構が࢒されていること、また

現存する地ද面のԜತがその遺構を投Өするものであることが確実となりました。この成

果は、令和̔年３月ץ行の૯ׅ報告書にまとめ、一連の調査をྃ׬しました。

２．調査の概要

調査面積の૯合計 983 （ʊ小数点以下܁り上͛、以下同）。

第１次調査　2021年11月29日～12月23日 125ᶷ

  　ੴ見城跡、長岡京右京一条࢛坊十町・十五町跡（右京第1258次）

第２次調査 　2022年11月14日～12月21日 242ᶷ

1/1,250

０ 50m

1-1
1-22-2

4-2
4-7

4-6

4-1 4-8

4-5
4-3

4-4

5-3

5-2

5-1

2-1

3-1

5-4

3-2

3-3

3-4

3-5

2-3

第１次調査（1-1・1-2）
第２次調査（2-1・2-2・2-3）
第３次調査（3-1・3-2・3-3・3-4・3-5）
第４次調査（4-1・4-2・4-3・4-4・4-5・
   4-6・4-7・4-8）
第５次調査（5-1・5-2・5-3・5-4）

埋文研
2004年度
調査
№7

図３　調査区શମ഑置図（１：1,250）
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  　ੴ見城跡、長岡京右京一条࢛坊十町・十五町跡（右京第1269次）

第３次調査　2023年11月６日～12月15日 212ᶷ 

 　　　　ੴ見城跡（隣接地）、長岡京右京一条࢛坊十五町・十࿡町跡（右京第1283次）、

　　　　　　　大原野ੴ見遺跡

第４次調査 　2024年10月1日～11月22日 307ᶷ 

  　ੴ見城跡、長岡京右京一条࢛坊十五町跡（右京第1303次）

第５次調査 　2025年４月14日～５月̔日 97ᶷ 

  　ੴ見城跡（隣接地）、長岡京右京一条࢛坊۝町・十࿡町跡（右京第1315次）

３．調査成果

一連の調査では、ੴ見城と推定される城館跡の存在が明らかとなりました。また、その

下૚には古෿時代の遺構群が広がることも分かりました。以下、時代͝とに঺հします。

（１）古墳時代（図４）

段丘上の調査区では埋຅流路が確認され、その࠷上૚でঙ内式土器（３世ࠒل）のഁยが

ಈྖ域にな׆には地ද面はややམணき、一ଳが人間のࠒ集されました。少なくともこの࠾

ったとみられます。ただし、段丘下ではޙ世までՏ川の൙ཞが続いており、ળๆ川の旧流

が段丘֑෇近にഭる੎いで流れていたと推測されます。

段丘ࣼ面に近い２－１区では、古෿時代લ期の୦
たてㆀㆪたて㇂の

穴建物と推測される遺構を確認しまし

た（୦穴2131）。埋土にম土と୸化物が集積すること、またࢸ近距離から土
は じ き

師器伫
かめ

（ঙ
しょうㆪいしき

内式）

が出土したことなどから、この地点がॅډ域だったことがわかります。また段丘上北東の

１－１区では、古෿時代લ期ޙ൒（布
ㆵ ㇋ し き

ཹ式ޙ൒・５世ل初頭）の小ܕ丸ఈᆵが一定量出土し

ました。集མが長期にわたり存続したことをうかがわせます。

古෿時代ޙ期（６世ل）になると建物の数は૿Ճし、集མの範囲も広がります。調査地の

東辺は、現在、໻ੜ時代～古෿時代の集མ遺跡である大原野ੴ見遺跡の範囲にؚまれてお

り、今回の調査でも、３－１区で୦穴建物（୦穴3160・６世ل）、１－２区で࿍跡を備える

୦穴建物（୦穴2130・６世لલ൒）、４－１区で୦穴建物の可能性があるམࠐみ（མ4106ࠐ）

等を確認しました。Ճえて、段丘下南東部（５－２A区）においても、୦穴建物と目される

遺構を複数ݕ出しました（མ5212～5210ࠐ）。அ
た

ͪ割りのみの掘࡟調査でしたが、遺構内よ

り5,10ܕ式（６世لલ൒）の出土遺物が一定量ಘられました。これらの成果により、大原

野ੴ見遺跡の集མ範囲が、より東΁拡大することが明らかとなりました。

（２）鎌倉時代（図５）

村の形成　調査７－２τϨンチ෇近では、12世ل຤ࠒから、掘
ほㆣたてばしらたて㇂の

立柱建物やࡤ
㆕くれつ

列、Ҫށ、
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土
ど こ う

一方、東൒部の５－３区では、南西。（域ॅډ西）域が形成されますॅډで構成される޵

から北東方向΁流れるՏ川（流路4350）を確認しました。このՏ川が埋まった13世لに、複

数Օ所で掘立柱建物をओとするॅډ域がల։しはじめます（東ॅډ域）。柱穴間には੾り合

いがあり、遺構間の距離も近いことから、୹期間に複数回の建てସえが行われたと見られ

ます。５－２区・５－４区では、連続するとみられる大溝（溝5201・5411）をݕ出しました。

東ॅډ域の南東֯をめ͙るように設けられていることから、村の内֎を区画する機能をも

っていたと考えられます。

このほか、調査７の南では、東西方向のࡤ列がݕ出されました。ここをॅډ域の南限と

すると、南北約140mの範囲が当時のॅډ域とࢉࢼできます。

石塁の構築　調査地の北西に設けた３－２区では、13世لに形成されたੴ
せき㇋い

（ྥ集ੴ遺構

3205）を確認しました。੝り上͛た土ྥの上にݓ大～人頭大のੴをషり෇けた構造で、調

査７でݕ出されたੴ積みの階段状遺構１につながると༧測されます。ੴを多く積み上͛る

X=-116,600

X=-116,500

Y=
-2
9,
10
0

Y=
-2
9,
20
0

1/1,250

０ 50m

竪穴建物群

溝
土坑

土坑
落込4106

（１－１区）

（５－２区）
（４－１区）

竪穴2130

竪穴2131

竪穴3160竪穴１

竪穴２

（調査7-1トレンチ）

（調査7-2トレンチ）

（調査7-3トレンチ）

（調査8-2トレンチ）

（３－１区）

土器溜

（２－１区）

図４　古෿時代の遺構模式図（６～７世ل）
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図５　ח૔時代の遺構模式図（13世ل）

水辺の施設は、中世村མのધண場施設としての機能が考えられますが、Տ岸に多छ多༷な

土器が投棄されていたことから、集མのओが在地ྖओであった可能性が示されています。

堀と土塁の出現　城館の中心部（城館域）では、13～14世لにງと小規模な土ྥが形成さ

れはじめました。これらをܨ
つㆪ

͙と南北長50 mఔ度のງで囲まれた空間を෮元できます。一

方、２－３区で確認したງ2313は、区画溝として機能したと考えられることから、これを

方形区画の東辺としてଊえると、その東西幅は40mఔ度となります。また、段丘の東֑は

この段階で大きく࡟られ、Ճ工されました。

城館域では、方形のງの中に小溝を設け、さらに、その内部に建物を഑しています。４
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X=-116,500
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0

Y=
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9,
20
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土塁4600

1/1,250

０ 50m
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川
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（４－１区）
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溝2128
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（調査7-1トレンチ）

階段状遺構１

井戸
（２－１区）

（３－１区）
掘立柱建物群 柱列

西居住域

堀2313

溝2315
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2
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溝4303
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（３－２区）
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柱列

（５－４区）

盛土

（調査8-2トレンチ）
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4350

（２－３区）

（２－２区）

（４－６区）

（１－１区）

河
　
川

流路
2129

（５－２区）

溝4512
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－３～５区では、溝4402と溝4512、溝4303（いͣれも14世ل）が、設けられ、その内部に同

方向の柱列（方位北に対して７度西΁ৼる֯度）が෮元できます。

（３）室町時代（図６）

居住域の変遷　14世ޙل൒から15世لにかけて、集མは大きく発లします。調査７の２

τϨンチでは、建物やࡤ列が何度も࡞りかえられます。３－１区では区画溝（もしくはഉ

水溝）で囲まれた掘立柱建物が出現します。なお、柱穴にはඃ
ひ ㆭ つ

೤ࠟ跡を༗するものがؚま

れていました。15世لにੴ見館がઓՐをडけたことを想ىさせます。

堀と内土塁の改変　15世لには、ֲ
く㇋わ

を囲むງと土ྥが大きく拡ுされました。２－２区

X=-116,600

X=-116,500

Y=
-2
9,
10
0

Y=
-2
9,
20
0

掘立柱建物群

1/1,250

０ 50m

旧善峰川？

堀1111

溝3301

溝3501

溝3003

（調査７－３
　　トレンチ）

西居住域

堀2211

堀4701

高まり2312

城館域

堀2314

土塁2210

土塁
4510

（堀5411）

（調査７－２トレンチ）

（３－１区）

溝3201

堀4406

土塁
4302

生産域

生産域

外溝？

外土塁

（５－１区）

生産域

集石4602

土塁4810

（調査８－２トレンチ）

落込3120

（水路）

（３－３区） （３－５区）

横矢掛け

内
土
塁

土塁
4410

（２－３区）

図６　ࣨ町時代の遺構模式図（13世ل）
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で確認した北側の内土 （ྥ土ྥ2210）は、水平に整えた地盤の上に、جఈ幅6.6～7.3mを測る

規模で成形されています。また、西側の内土 （ྥ土ྥ4410・4510）は、４－６区の西୺で大

きくுり出すように૿築されました。このվ変に伴い、ίࣈ形にめ͙る新たなງ（現存の

ງ）が西側に設けられました。このுり出しが、「ԣ
㇈ こ や が

໼ֻけ」とࢦఠされる施設に相当しま

す。今回の調査では、この施設が当初から備えられていたものではなく、14世ل以15）ޙ

世ࠒلか）に設けられたものであることがわかりました。

一方２－３区・４－４区では、埋຅したງを確認しました（ງ2314・ງ4406）。南北方向

にのびるこの遺構は、۶ۂしてງ4701にܨがります。この࠷ऴ埋຅は15世لで、ֲが東΁

拡ுされたࡍに埋められたものと考えられます。

４．石見城をめぐる動向

以上の発掘調査成果より、ੴ見集མとੴ見城跡は13世ࠒلに成立すること、また14世ل

を௨じて発లし、15世لには城館の形態が大きく発లすることが明らかとなりました。そ

のࠒの西岡地域はどのような状گにあったのか、文献࢙料をԉ用して確認してみましΐ

う。

12世ࠒل、ੴ見地域は෌
とみ㆕かのしょう

૳の一部であり、य़ࡔ
と う ㆏ う た ㇆ う

宮大෉౻原པ
㇈りむㆭ

宗や٦
たちばㆪのぜんじ

લ ࢘規
のりみつ

ޫの所ྖが

ೖり組んでいたと考えられます。ੴ見町の北方には٦」ࣈ
た ち や ㆾ

樹山」があることから、٦規ޫ

の所ྖとの関係が想ىされます（『法
ほ う せ ん じ

ઘࣉ文書』）。その15～13、ޙ世لには三
㆕ ん こ じ

、となりྖࣉގ

ऐ
じゃくしょういん

র 院（長岡京市）ਔԦ૾଻
たいㆪい

内の康
こうえい

Ӭ３（1344）年の結ԑ交໊に「ੴ見ཬ」の66人の໊લがه

されています。この時期がੴ見集མの発ల期にあたるため、三ࣉގの൳ޢ下にあったこと

が村の安定につながっていたと考えられます。

一方、そのࠒに西岡の土߽ऺは୆頭しました。建武３（1336）年、文献࢙料に初めて「山

城ࠃ西岡」の໊が現れます（『଍
ㆀしかがたかうじ

རଚޚࢯ教書Ҋ』）。西岡ऺはນ෎中਻の༗ྗ大໊Ոのඃ׭

となり、その存在ײを૿していきました。『久
こ が ㆐

զՈ文書』には「ੴ見小野ࢯ」のࡌهがあ

ることから、ੴ見の在地߽଒が小野ࢯであったとする見ղが、現時点では༗ྗです。׮
かんしょう

正

６（1465）年、ࣨ町ນ෎ไ行人が土
つ ち い ㆣ き

一ᎋ対ࡦのため西岡ඃ׭人の在京を命じていますが、そ

のうͪの一人に西岡の土߽「小野新左Ӵ໳」の໊がみえます。

Ԡ
おうにん

ਔ元（1467）年、Ԡਔのཚがおこると、ນ෎近ਉとつながりのあった西岡ऺはいͪૣく

ઓཚにרきࠐまれました。当初、西岡ऺは細
ほ㆝かわかつ㇂と

川উ元の཰いる東܉にଐして出ਞし、西ࠃか

ら京都΁ೖΖうとする東܉をॿけ、西܉を્ࢭする໾目をෛっています。しかし文明元

（1469）年、ി
はた㆐やㆾ㇈しㆪり

山ٛब܉にࢂഊし、西岡をؚむԵ܊܇は西܉に੍ѹされました（西岡のઓい）。

そのࡍ、୮波΁ഊ૸した西岡ऺの一ক野田ହ஧は、西岡ୣ回の機会をうかがい、文明２

（1470）年にܸ߈を։࢝します。これによりੴ見館は上ཬ・Ҫ内の城館とともにমࣦしまし
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た（『野田஄正஧ହ஧܉஧状』）。

小野ࢯのಈ向については、 長
ちょうきょう

ڗ 元（1487）年の『山城ࠃ西岡ऺਆ଍༑य़等連ॺ状』には

連ॺのච頭に「小野ଠ࿠左Ӵ໳җܠ行」があること、また上ड़の『久զՈ文書』には、ੴ

見小野ࢯが久զՈの所ྖをԣྖしていたとهड़されることから、小野ࢯが西岡ऺのなかで

も༗ྗࢯ଒であったこと、その੎ྗはԠਔのཚのޙも݈在であったことがうかがえます。

年代的に見て、মき౼ͪをडけたのもੴ見館にڌっていた小野ࢯであったと考えられます

が、一଒が໓๢することはなかったようです。

ただし、ੴ見城はそのޙഇ棄されました。『法ઘࣉ文書』によると、ܚ
㆐いちょう

長６（1601）年と

د΁ࣉ小野ଙฌӴなる人物が、ੴ見村内の田ിや༅、԰ෑを、ݡ長19（1614）年に小野कܚ

ਐしています（『Ӭ代دਐਃ一ࡳ೭事』『法ઘࣉ田ി山ྛ藪԰しきدਐの次第』）。これらの

࢙料からは、ށߐ時代初頭にࢸっても、小野ࢯがੴ見に所ྖを༗していたことがわかると

ともに、これを機にੴ見でのྗݖを์棄したことがうかがえます。発掘調査では、ށߐ時

代以ޙ、ੴ見城跡をؚむ一ଳはാ及び஛ྛとして࢖用されたことが明らかとなっていま

す。
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